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標準和名ホッケ

学名 Pleurogrammus azonus

系群名 道北系群

担当水研北海道区水産研究所

生物学的特性

寿命： 8～9歳
成熟開始年齢： 1歳（一部）、2歳（大部分）
産卵期・産卵場： 9月中旬～11月上旬、利尻・礼文島の沿岸および武蔵堆の最浅部
食性： 仔魚期には主にカイアシ類、未成魚期にはヨコエビ類、岩礁周辺で定着生活に移

行後は魚類、魚卵、イカ類、エビ類、ヨコエビ類、オキアミ類など
捕食者： 不明

 

漁業の特徴

沖合底びき網（沖底）と、刺網、底建網、定置網などの沿岸漁業によって漁獲される。漁業種類によって主漁場および
漁期は異なる。現在、沖底による漁獲は、かけまわし船、オッタートロール船による。

漁獲の動向

漁獲量は、1980年代前半に10万トンから3万トンに減少したが、その後増加し、1998年には20万トンを超えた。2000
～2008年は10万～15万トンで推移したが、2009年以降減少し、2015年は前年の2.6万トンから1.6万トンに減少し
た。漁獲量の6割程度を日本海における沖底が占めており、日本海の沿岸漁業が1～3割、オホーツク海における沖底
が1割程度を占めている。 オホーツク海における沿岸漁業の漁獲量は1割に満たない。

資源評価法

年齢別漁獲尾数に基づいて、コホート解析により年齢別資源尾数、資源量、漁獲係数Fを計算した。コホート解析で
は、2005～2015年の100トン以上の沖底かけまわし船の単位漁獲努力量当り漁獲量（CPUE）を用い、チューニングを
行った。自然死亡係数は0.295/年と仮定した。

資源状態

資源量は、1985年以降増加し、1995年に47万トンに達した。1996年以降は増減を伴いな
がら減少し、2004～2008年は26万～29万トン程度で推移した。その後は減少傾向が続
き、2010年には13万トン、2015年には3万トンと過去最低になった。親魚量も同様に1985
年から増加して1995年に24万トンに達した後減少し、2015年は１.3万トンと過去最低にな
った。Blimitは、再生産関係から、高い再生産成功率があった時に高い加入量が期待でき
る親魚量6.4万トンとした。資源水準は親魚量が11万トン以上を高位、Blimit（6.4万トン）以
上を中位、Blimit未満を低位とした。2015年の親魚量はBlimitを下回っていることから、
2015年の資源水準は低位、動向は過去5年間（2011～2015年）の資源量の推移から減
少と判断した。
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管理方策

2015年の親魚量がBlimitを下回っているため、10年後に親魚量をBlimit以上に回復させることを管理目標とし、
Frec10yrを管理基準として2017年ABCを算出した。Frec10yr（Limit）で漁獲した場合、5年後の親魚量は現状より増
加するもののBlimitを下回ると予想されるが、10年後にはBlimitに達する。2012年度より沿岸・沖合の漁業者による資
源回復に向けた漁獲圧3割減を目標とした自主管理が行われており、漁獲係数Fは若干減少したが依然として高い状
態は続いている。また、漁獲割合も増加傾向で、2014、2015年は50％程度と高い値で推移している。Fcurrentで漁
獲した場合は漁獲量、資源量、親魚量ともに5年後には現状を下回ることが予想される。年級群の加入には水温によ
って影響を受ける可能性もあり、海洋環境にも注意を払う必要がある。

管理基準 Target/Limit F値 漁獲割合
(％)

2017年ABC
(千トン）

Blimit=
64千トン

親魚量5年後
(千トン）

Frec10yr
Target 0.37 24 5 128

Limit 0.47 29 6 64

ABC算定規則1-1）-（2）を用いた
Limitは、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Targetは、資源変動の可能性やデータ誤
差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資源の回復が期待される漁獲量である
Ftarget = α Flimitとし、係数αには標準値の0.8を用いた
2015年の親魚量は1.3万トン
漁獲割合は2017年の漁獲量／資源量
F値は各年齢の単純平均値

資源評価のまとめ

資源水準は低位、動向は減少
2015年の資源量は3万トン
親魚量は1.3万トンで再生産関係から求められるBlimit（6.4万トン）を下回っている

管理方策のまとめ

10年後に親魚量をBlimit以上に回復させることを管理目標とし、Frec10yrを管理基準として2017年ABCを算出
した
2012年度より沿岸・沖合の漁業者による資源回復に向けた漁獲圧3割減を目標とした自主管理が継続されて
いるが、依然として漁獲係数Fは高い状態にあるため、今後も漁獲努力量の削減を継続する必要がある
年級群の加入には水温によって影響を受ける可能性もあり、海洋環境にも注意を払う必要がある

執筆者：森田晶子・濱津友紀・山下夕帆・船本鉄一郎

資源評価は毎年更新されます。
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